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あ
す
か

き
ょ
う
　
　
，た
ん

ち

奈
良
・飛
鳥

京

跡
苑
池
遺
構

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

奈
良
県
高
市
郡
明
日
呑
村
岡
小
学
ゴ
ミ
田

・
出
水

・
林

・

井
手
ノ
上

・
西
フ
ケ

第
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）

一
一
月
１
二
〇
〇

一
年
四
月

第
三
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年
二
月
―
八
月

第
四
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

一
一
月
―
二
〇
〇
二
年
二
月

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

卜
部
行
弘

・
山
田
隆
文

庭
園
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
は
、
飛

鳥
京
跡
に
付
随
す
る
庭
園
遺
跡

で
、
飛
鳥
川
の
右
岸
低
位
段
丘

Ｄ

面
に
立
地
す
る
。
飛
鳥
京
跡
上

細

層
遺
構
と
は
、
内
郭
の
北
西
に

隣
接
す
る
位
置
関
係
に
あ
り
、

遺
跡
か
ら
は
飛
鳥
川
を
挟
ん
だ
南
西
対
岸
の
川
原
寺
や
橘
寺
を
直
接
望
む
こ
と

が
で
き
る
。

一
九
九
八
年
の
第

一
次
調
査
に
お
い
て
、　
一
九

一
六
年
に
石
造
物
が
二
点
出

土
し
た
場
所
を
再
発
掘
し
た
と
こ
ろ
、
苑
池
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の

調
査
で
は
池
の
南
岸
付
近
を
検
出
し
た
が
、
苑
池
が
北
方
に
広
が
る
こ
と
が
確

実
に
な
っ
た
の
で
、
次
年
度
以
降
、
苑
池
の
範
囲
と
形
態
の
確
認
を
目
的
と
し

て
、
第
二
次

（飛
鳥
京
跡
第

一
四
三
次
）
調
査

。
第
三
次

（飛
鳥
京
跡
第

一
四
五

次
）
調
査

・
第
四
次

（飛
鳥
京
跡
第
一
四
七
次
）
調
査
を
引
き
続
き
実
施
し
た
。

以
下
、
検
出
遺
構
の
概
要
を

一
括
し
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

苑
池
に
関
わ
る
遺
構
に
は
、
南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇

一
と
北
池
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
〇

一
、

そ
の
間
の
渡
堤
Ｓ
Ｘ
Ｏ
Ｏ
〇
二
、
北
池
か
ら
派
生
す
る
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇

一
三
、

お
よ
び
掘
立
柱
列
、
石
組
溝
な
ど
の
周
辺
施
設
が
あ
る
。

南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇

一
は
周
囲
に
石
積
み
護
岸
を
め
ぐ
ら
せ
、
底
に
平
ら
な
石

を
敷
き
詰
め
て
い
る
。
護
岸
は
渡
堤
が
兼
ね
る
北
岸
の
ほ
か
、
西
岸
の
一
部
長

さ
三
二
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
西
岸
は
出
入
り
の
な
い
直
線
で
あ
る
が
、
南
端
は

緩
や
か
に
東
に
曲
が
り
こ
ん
で
南
岸
に
至
る
。
石
積
み
は
現
状
で
高
さ
入
○
伽
、

四
段
が
遺
存
す
る
。
敷
石
は

一
〇
―
三
〇
伽
大
で

一
重
に
敷
か
れ
、
勾
配
は
全

く
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
水
平
で
あ
る
。
た
だ
し
西
岸
際
に
の
み
四
ｍ
幅
で
上
面

に
さ
ら
に

一
層
の
敷
石
が
施
さ
れ
て
お
り
、
改
修
に
よ
る
造
作
と
思
わ
れ
る
。

池
中
で
は
中
島
Ｓ
Ｘ
九
人
〇
五
、
島
状
石
積
み
、
流
水
施
設
な
ど
を
検
出
し

た
。
こ
れ
ら
は
南
北
に
ほ
ぼ
等
間
隔
に
配
さ
れ
て
い
る
。
中
島
Ｓ
Ｘ
九
八
〇
五



2002年出上の木簡

の
平
面
形
は
不
整
曲
線
か
ら
な
り
、
東
西
両
端
は
九
く
収
め
、
北
辺
と
南
辺
に

ニ
カ
所
の
半
島
状
の
張
り
出
し
を
有
す
る
。
東
西
長
約
三
二
ｍ
南
北
最
小
幅
約

四

・
五
ｍ
で
、
東
西
軸
は
渡
堤
Ｓ
Ｘ
Ｏ
Ｏ
〇
二
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
る
。
周
囲

は
石
積
み
護
岸
を
備
え
、
現
状
で
三
段
、
高
さ

一
ｍ
が
遺
存
す
る
。

島
状
石
積
み
は
、
敷
石
上
に
六
ｍ
×
一
一
ｍ
の
範
囲
で
、
石
敷
き
よ
り
も
や

や
大
き
め
の
石
を
高
さ
六
〇
伽
に
積
み
上
げ
た
も
の
。
平
面
形
は
不
整
楕
円
形

で
、
南
辺
と
西
辺
の
ニ
カ
所
に
小
さ
な
張
り
出
し
が
あ
る
が
、
明
確
に
輪
郭
を

な
す
石
は
置
い
て
い
な
い
。
上
面
は
比
較
的
平
ら
で
あ
る
が
、
面
を
揃
え
て
敷

き
詰
め
て
い
な
い
。

南
岸
付
近
で
は
、　
一
九

一
六
年
に
石
造
物
を
抜
き
取
っ
た
坑
を
検
出
し
、
そ

の
先
端
か
ら

一
・
五
ｍ
離
れ
た
地
点
で
新
た
に
石
造
物

一
点
を
、
抜
取
坑
の
東

に
接
し
て
別
の
石
造
物
を

一
点
検
出
し
た
。
前
者
は
池
底
よ
り
樹
立
し
た
状
態

で
出
土
し
た
。
花
尚
岩
の
石
塊
を
成
形
し
、
上
部
に
は
横
方
向
に
孔
を
貫
通
さ

せ
て
い
る
。
高
さ

一
六
五
ｃｍ
、
裾
部
幅

一
二
五
ｃｍ
、
裾
部
厚
さ
七
二
伽
、
孔
径

九
側
、
重
さ
約
二

・
五
ｔ
。
抜
取
坑
の
長
軸
と
石
造
物
の
孔
の
方
向
が

一
致
し

て
お
り
、
池
外
の
南
側
か
ら
水
を
石
造
物
伝
い
に
流
し
、
最
後
に
噴
水
の
よ
う

に
水
面
に
放
水
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
、
平
ら
な
石
塊
の
内
側
を
槽

状
に
割
り
抜
い
た
も
の
で
、
水
を
溜
め
る
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。
底
面
近
く
に

は
水
を
抜
く
た
め
の
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
長
さ
約
二
七
〇
伽
、
幅
約
二
〇

〇
伽
、
厚
さ
六
Ｏ
ｃｍ
、
重
さ
約
三

・
六
ｔ
。
石
造
物
へ
の
導
水
経
路
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。

南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇

一
の
範
囲
と
形
態
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
岸
は
自
然
地
形
の
段
丘
崖
を
利
用
し
て
い
た
可
能
性
が
高

く
、
そ
う
し
た
場
合
、
平
面
形
は
南
岸
か
ら
東
岸
を
段
丘
面
の
形
状
に
合
わ
せ

た
不
整
四
角
形
で
、
流
水
施
設
を
南
端
に
据
え
て
扇
形
に
開
く
形
態
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
平
面
規
模
は
、
南
北
長
約
六
〇
ｍ
東
西
長
約
六
五
ｍ
に

復
元
で
き
る
。

北
池
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
は
、
南
池
と
同
じ
く
周
囲
に
石
積
み
護
岸
を
め
ぐ
ら
し
、

底
に
敷
石
を
敷
設
し
て
い
る
。
た
だ
し
池
底
に
は
傾
斜
が
つ
い
て
橘
鉢
状
に
窄

ま
り
、
約
二
ｍ
の
高
低
差
が
あ
る
。
敷
石
は
面
的
に
は
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
上
下
の
重
な
り
が
み
ら
れ
る
。
大
小
不
揃
い
の
上
、
相
互
の
噛
み
合
わ
せ

も
不
十
分
で
安
定
感
に
乏
し
い
。

北
池
の
護
岸
は
渡
堤
で
兼
ね
る
南
岸
の
ほ
か
、
西
岸
を
三
カ
所
で
検
出
し
た
。

西
岸
は
高
さ
約

一
ｍ
長
さ
約
三
三
ｍ
の
直
線
で
あ
る
が
、
渡
堤
に
取
り
付
く
部

分
で
は
階
段
状
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
構
造
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

北
池
南
端
の
渡
堤
護
岸
際
で
は
、
盛
土
と
縁
石
か
ら
な
る
大
走
り
状
の
平
坦

面
を
二
面
検
出
し
た
。
両
者
に
は
時
期
差
が
あ
り
、
築
造
当
初
の
も
の
を
改
修

時
に
埋
め
立
て
て
い
る
。

渡
堤
Ｓ
Ｘ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
二
の
検
出
規
模
は
幅
五
ｍ
長
さ
三
二
ｍ
。
同
幅

・
直
線
で

続
き
、
方
位
は
西
で
約

一
人
度
北
に
振
れ
る
。
南
北
両
側
に
石
積
み
護
岸
を
備

え
る
。
東
端
は
未
検
出
で
、
西
端
は
北
側
護
岸
が
直
角
に
屈
曲
し
て
北
池
の
西

岸
を
形
成
し
、
南
側
護
岸
は
同
じ
位
置
で

一
四
三
度
に
屈
曲
し
て
さ
ら
に
西
方
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2002年出土の木簡

へ
直
線
で
続
く
。
護
岸
の
石
積
み
は
南
北
で
差
異
が
み
ら
れ
、
北
池
側
は
用
石

が
小
振
り
で
積
み
方
も
粗
い
。

渡
堤
Ｓ
Ｘ
Ｏ
Ｏ
〇
二
の
基
底
に
は
南
池
と
北
池
の
通
水
を
図
る
た
め
の
木
樋

が
二
本
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
両
者
に
は
時
期
差
が
あ
り
、
築
造
当
初
の
も
の
が

改
修
時
に
平
坦
面
の
造
成
で
埋
め
立
て
ら
れ
た
た
め
、
新
た
に
平
坦
面
上
に
設

置
し
直
し
て
い
る
。

水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
三
は
三
カ
所
の
ト
レ
ン
チ
で
確
認
し
た
。
北
池
よ
り
北
に

派
生
し
、
南
北
に
長
い
島
状
の
高
ま
り
を
取
り
巻
い
て
西
方

（飛
鳥
川
）
に
抜

け
る

一
連
の
遺
構
と
想
定
し
て
い
る
。
基
本
的
な
構
造
は
、
ベ
ー
ス
土
を
大
き

く
日
形
に
掘
削
し
て
両
側
に
石
積
み
護
岸
を
備
え
た
も
の
で
、
底
面
は
平
ら
に

掘
削
し
た
地
山
の
ま
ま
で
、
石
は
敷
か
れ
て
い
な
い
。
検
出
場
所
に
よ
っ
て
寸

法

・
護
岸
の
形
状
が
異
な
る
。
水
路
幅
は

一
〇
―

一
二
ｍ
、
護
岸
の
高
さ
は

○

。
九
―
二

。
二
ｍ
。
改
修
に
よ
っ
て
新
た
に
護
岸
を
内
側
に
敷
設
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
。
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
底
面
に
は
勾
配
は
つ
け
ら
れ
て
お
ら

ず
、
水
平
を
保

っ
て
い
る
こ
と
、
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
三
が
取
り
巻
く
内
側
の
護

岸
の
高
さ
が
外
側
よ
り
も
高
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
北

池
か
ら

一
連
で
滞
水
し
、
水
路
の
内
側
に
あ
る
高
ま
り
が
築
造
当
初
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

水
路
内
の
堆
積
土
は
三
カ
所
と
も
ほ
ぼ
同
じ
状
況
に
あ
る
。
基
本
層
序
は
厚

薄
が
あ
る
も
の
の
、
上
か
ら
順
に
耕
作
土
、
暗
褐
色
粘
質
土

（中
・
近
世
）、
有

機
質
土

（平
安
―
鎌
倉
時
代
）、
暗
青
灰
色
粘
土

（飛
鳥
時
代
）、
と
な
っ
て
い
る
。

木
簡
は
、
南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇

一
か
ら

一
七
点

（第
二
次
調
査
の
Ⅱ
十

一
ト
レ
ン

チ
か
ら
七
点
、
第
三
次
調
査
の
Ⅲ
十

一
ト
レ
ン
チ
か
ら
一
〇
点
）、
北
池
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
か
ら

一
占
ズ
第
二
次
調
査
の
Ⅱ
十

一
ト
レ
ン
テ
）、
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
三
か
ら

一

五
四
点

（第
二
次
調
査
の
Ⅱ
十
五
ト
レ
ン
チ
か
ら
六
四
点
、
第
四
次
調
査
の
Ⅳ
十

一
ト

レ
ン
チ
か
ら
六
四
点
、
同
Ⅳ
十
三
ト
レ
ン
チ
か
ら
二
五
点
、
同
Ⅳ
Ｉ
四
ト
レ
ン
チ
か
ら

一
点
）、
計

一
七
二
点
出
土
し
た
。

南
池
Ｓ
Ｇ
九
入
〇

一
の
本
簡
は
い
ず
れ
も
渡
堤
際
か
ら
の
出
土
で
、
南
池
の

大
半
に
あ
た
る
第

一
次
調
査
地
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
。
出
土
層
位
は

一
点

が
敷
石
の
直
上
に
堆
積
し
た
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
有
機
質
層

中
、
残
り
が
敷
石
直
上
で
あ
る
。

北
池
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
の
木
簡
は
、
敷
石
と
有
機
質
土
層
の
間
に
部
分
的
に
堆

積
し
て
い
る
粗
砂
層
か
ら
出
土
し
た
。

水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
三
の
木
簡
は
四
カ
所
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、

出
土
状
況
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
簡
は
水
路
内
の
全
範
囲
に
わ
た

っ
て
包
含
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
以
下
、
水
路
内
の
主
な
ト
レ
ン
チ
の
木

簡
の
出
土
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。

Ⅱ
十
五
ト
レ
ン
チ
は
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
三
の
最
も
南
よ
り
の
調
査
区
で
あ
る
。

出
土
位
置
を
確
認
で
き
た
木
簡
は

一
四
点
で
、
い
ず
れ
も
暗
青
灰
色
粘
土
よ
り

出
上
し
て
い
る
。
平
面
分
布
は
特
に
集
中
し
て
い
る
箇
所
は
な
く
散
在
的
で
あ

る
。
ま
た
垂
直
分
布
に
つ
い
て
も
上
層
か
ら
最
下
層
ま
で
偏
在
す
る
こ
と
な
く

出
土
し
た
。



Ⅳ
十

一
ト
レ
ン
チ
は
Ⅱ
十
五
ト
レ
ン
チ
よ
り
人
Ｏ
ｍ
北
側
に
設
定
し
た
。
出

上
位
置
を
確
認
で
き
た
木
簡
は

一
六
点
で
、
い
ず
れ
も
暗
青
灰
色
粘
土
よ
り
出

土
し
て
い
る
。
平
面
分
布
は
、
三
点
が
護
岸
に
五
〇
伽
の
距
離
で
近
接
し
て
い

る
他
は
、
特
に
集
中
し
て
い
る
箇
所
は
な
く
、
散
在
的
で
あ
る
。
垂
直
分
布
に

つ
い
て
は
、
一
百
【が

一
〇
六

・
七
ｍ
前
後
の
最
上
層
よ
り
出
土
し
た
以
外
、
残

る

一
四
点
は
す
べ
て
一
〇
六

。
一
―

一
〇
六

・
五
ｍ
の
間
よ
り
出
土
し
て
お
り
、

最
上
層
の
二
点
が
流
入

・
堆
積
し
た
時
期
は
他
の
も
の
よ
り
も
下
る
と
思
わ
れ

る
。
木
簡
個
々
に
つ
い
て
は
、
水
路
方
向
と
四
五
度
以
内
の
振
れ
に
あ
る
も
の

は

一
六
点
の
う
ち
七
点
で
、
流
路
方
向
に
対
す
る
規
則
性
は
見
出
し
が
た
い
。

ま
た
、
本
簡
堆
積
時
の
接
地
勾
配
は
、
半
数
以
上
が
二
釦
以
内
に
収
ま
る
。

Ⅳ
十
二
ト
レ
ン
チ
は
Ⅳ
十

一
ト
レ
ン
チ
か
ら
水
路
が
直
角
に
屈
曲
し
て
西
ヘ

二
五
ｍ
の
と
こ
ろ
に
設
定
し
た
。
出
上
位
置
を
確
認
で
き
た
木
簡
は

一
五
点
で
、

い
ず
れ
も
暗
青
灰
色
粘
土
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
最
下
層
の
青
灰
色
砂
礫
混
粘

土
に
木
簡
が
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
。
平
面
分
布
は
ト
レ
ン

チ
南
東
隅
に
お
い
て
木
簡
三
点
と
木
製
品
二
点
が
南
北
に
連
な
っ
て
集
中
す
る

一
群
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
層
位
的
に
も
青
灰
色
砂
礫
混
粘
上
の
上
面

に
堆
積
し
て
お
り
、　
一
括
性
が
高
い
。
こ
の
他
は
特
に
集
中
す
る
箇
所
が
な
く
、

三
ｍ
方
限
に
よ
る
単
位
面
積
あ
た
り
の
出
土
数
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
垂
直
分

布
は
前
述
し
た
ト
レ
ン
チ
東
南
隅
の
一
群
以
外
は

一
〇
六

。
一
九
―

一
〇
六

・

五
〇
ｍ
の
暗
青
灰
色
粘
上
の
全
範
囲
よ
り
出
土
し
て
お
り
、
層
位
的
な
偏
在
は

認
め
ら
れ
な
い
。
木
簡
個
々
に
つ
い
て
は
、
水
路
方
向
と
四
五
度
以
内
の
振
れ

に
あ
る
も
の
は
、
七
点
で
Ⅳ
十

一
ト
レ
ン
チ
と
同
様
、
流
路
方
向
と
は
無
関
係

で
あ
る
。
ま
た
、
木
簡
堆
積
時
の
接
地
勾
配
は
、
最
小
○

。
一
帥
か
ら
最
大

六

。
九
伽
ま
で
幅
が
あ
る
が
、
半
数
以
上
が
二
伽
以
内
に
収
ま
る
。

こ
れ
ら
の
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇

一
三
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
分
布
が

一
カ
所
に

集
中
す
る
こ
と
な
く
、
埋
立
上
と
は
見
受
け
ら
れ
な
い
自
然
堆
積
層
に
包
含
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、
直
近
の
護
岸
よ
り

一
時
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇
一
（エ
ー
生
ト
レ
ン
チ
）

①

　

□
□
　
多
支
五
十
戸
　
伊
久
□

□
　
□
知
五
十
戸

□
□
□

〔伊

伎
力
〕

（裏
面
に
は

「大
」
「知
々
」
な
ど
多
く
の
習
書
あ
り
）
　

Ｐ溺
×
ヽ
×
∞

寓
い

②

　

「長
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
撰

ち

ｏ５

南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇
一
（Ⅲ
Ｉ
ニ
ト
レ
ン
チ
）

０
　
。
大
山
下

〔太
力
〕

・
『□
□
□
□
□
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
Ｘ
こ
遜

ｏ驚



佐
留
陀
首
□
夫
」

〔俵
力
〕

「
□
□〔須

力
〕

□
利
□

〔薬
力
〕

。
□
□
□
□
□
□

・
□
□
□
□
□

2002年出上の木簡
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(7) (6) (5) (4)北
池
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
〇

一

（エ
ー
生
ト
レ
ン
チ
）

①
　
。
「

奉

名
□
岡
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ЮＳ
遜
撰
枷
ｏむ

水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇
一
三
（Ｉ
Ｉ
五
ト
レ
ン
チ
）

０
　
。
「大
夫
前
恐
万
段
頓
首
白
　
酔
章
下
今
日
国
」

。
「下
行
故
道
間
米
元
寵
命
坐
整
賜
　
　
　
　
」
］ｏ巽
∞反
い
Ξ
μ

⑩
　
。
　

　

□
病
齊
下
甚
寒

。
薬
師
等
薬
酒
食
教
改
酒

（
中
卜
ヽ
）
×
卜
Ю
×
卜
　
ｏ
∞
μ
＊

（
Ｐ
〕
］
）
×

囀
∞
×

ヽ
　

ｏ
Ｐ
ｏ

（
ヽ
「
）
×

∞
∞
×

ｏ
　

ｏ
Ｐ
Φ

企

ｅ

×

含

じ

×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

含

∞
じ

×

含

じ

×

ヽ

　

ｏ
鐵

「
丙

寅「廿嶽
開野詰触
三一翔働
臥瞭
□」

〔女
力
〕

「加
ツ
麻
□
十
　
波
々
支
道
花
六

酌
醜
割　
　
　
錮醇
枢
□蜘
□々

【
マ
カ
〕

〔
油
力
〕

「都
□
加
　
石
□
□

」

「
史
□
日
――
□
二
人

『□
□
□
□
□
』
　

」

（刻
書
重
書
）

「
＜
坂
田
評
歌
里
人
錦
織

「
＜
主
寸
大
分

「
＜
□
佐
評
椋
椅
マ
＜
」

＜
□
五
十
戸
　
」

ま
藉
端
醜
ビ
俵
」

「
＜
日
日
日
日
――
日
日
日
日
回

「
＜
丈
マ
小
山
□
□
□
口

庁
φ
］
×

∞
ｍ
×

∞

　

Ｏ
Ｐ
μ

今

ω
９

×

命

∪

×

∞

　

ｏ
驚

岸
⇔
〕
×

］
∞
×

卜
　

ｏ
μ
解

（
Ｐ
伽
Ｐ
）
×

Ｐ
∞
×

∞
　

ｏ
∞
∞

Ｐ
ｏ
］
×

∞
卜
×

卜
　

ｏ
∞
岸

（
ド
ф
ミ
）
×

Ｐ
Φ
×
ω
　
ｏ
∞
∞

（
Ｐ
］
Ｐ
）
×
］
∞
×
卜
　
ｏ
∞
ｏ



l181⑭
　
名
子
官
　
　
干〔酢
配

。
「
＜
高
屋
郎
女
」

。．軍
塚
鋪
軽

「
＜
委
佐
俸
三
升
＜
」

「
＜
五
石
八
斗
」

〔四
カ
〕

「
＜

中
衣
□
回
」

「
＜
月
」

・
「
＜
〓
一
（刻
書
）

〔
下
力
〕

。
「
く
□

（型
己

・
「　
□
□畑価【ママ魯蝉獄

冒
田讐
醸
咤

∽

　

百
七
束
」

の

　

井
十
二
」

の

　

「伯
女
」

⑩

　

「有
□
口

嶋
官
　
□

①
一　

宿
祢
三
留
末
呂

⑫
　
・
コ日
川
□
□
回
　
」

。
「□
之
之
之
此
□

□
　
」

⑪
　

北

一
言
知
□
□
回

水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇
一
三

（Ｖ
Ｉ
一
ト
レ
ン
チ
）

⑭

　

「造
酒
司
解
伴
造
十
六
人

∞
　
。
「回
□
三
分
亡
肖
三
分
回

〔
松
ォ
〕

名
回
羅
回
□
斤
□
□
□

①
　
。
「十
取

廿
取

汁
取

回

。
「
五
□
六
七
日
国
十

一
十
二
□

931   0p   9ゅ      901   1191釣

［
開
オ
〕

波
ツ
ロ

日
回
□

ド
０
い
×

Ｐ
卜
×

ふ
　

Ｏ
ω
中

∞
中
×
苫
ヽ
Ｘ

∞
　

ｏ
∞
Ｐ
キ

中
呻
ω
×

呻
！
×

ヽ
　

Ｏ
ω
】

Ｐ
０
５

×

い
Ｏ
Ｘ

∞
　

Ｏ
ω
嶋

伽
ド
×

ド
中
Ｘ

”
　

Ｏ
ф
『

（∝
０）
Ｘ
（一， ド〉
×
”
　
Ｐ
も

含

∞
ド
）
×
中
Ｐ
Ｘ
φ
　
⇔
〕
Φ

（
ド
Ｏ
Ｐ
）
メ
（０
仰
）
×
“
　
０
”
一

ぐ

じ

ｘ
Ｏ

じ

Ｘ
卜

０
留

台
麒
）
ｘ
誤
×
卜　
ｏ
む

（や
０
一
）
Ｘ
Ｐ
∞
Ｘ
∽
　
ｏ
ド
ｏ

ω
り
Ｘ
Ｐ
聴
×
ヽ
　
０
や
川

（
ｒ
卜
や
）
Ｘ
０
０
Ｘ
『
　
ｏ
０
９

台
０
じ

×
含

ｅ

×
卜
　
ｏ
驚

！μＯ
Ｘ
（や
ド）
×
や
　
００
＝

Ｏ
Φ
岸

（
Ｐ
ヽ
中
）
Ｘ

Ｐ
Φ
×
り
　
Ｏ
Ｐ
Φ

（
い
『
∞
）
※
市
∝
×
囀
　
０
岸
０

（
Ｐ
卜
や
）
ｋ
や
い
×
中
　
０
一
Φ



2002年出上の木簡

儀o   e⑨

「猪
名
マ
評
官

〔半Ｈ
〕

「政
人
野
士
マ

「安
怒
評
片
県
里
人
田
辺

「汗
沙
之

『又
宮
守
』
『物
マ
Ｅ
回

二
人
知
ヒ

「戊
子
年
四
月
三
野
国
加
毛
評
」

「度
里
石
マ
加
奈
見
六
斗
　
　
」

「井
手
五
一十
戸
刑
マ
赤
井
白
米
」

「
＜
口
回
評
丹
生

「
＜
日
日
日
］
マ

〔戌
力
〕

「
＜
丙
回
年
六

「
＜
日
Ｈ
川
日
□

「許
刃
主
寸
可
〔跡
酌
光

「　　洋優【　　　　　　　　　　　」

「
＜
生
海
松
」

働  ω  ⑮

「
＜
阿
支
奈
勢
□
□
」

「
＜
佐
回
□
王
」

名
春
春
春
春
春
春
」
（他
に
習
書
あ
と

，
「□
回
　
　
　
　
」
（他
に
習
書
あ
り
）

聞

肇

・
口
登
回
天
人
口
□

論
理
記

台

Ｏ
ｅ

×
含
じ

ｘ
卜
　
０
留

⑩
　
。
「□
高
侍
連
千
足
三
処
□

・
コロ
国
国
□
□
国
□
口
□
　
　
　
　
　
　
　
（Ｆ『ｅ
×
忌
ｘ
卜
ｏ鐵

水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇
一
三

（Ｖ
Ｉ
三
ト
レ
ン
チ
）

ω
．　
。
「西
州
難
機
師
湯
ナ
漁
撃
鶉
導
脱
〕
（他
に
石
・命
，方
の
刻
書
あ
り
）

。「搬
動
一峯輌
『第
人冊枚
回水九〔剛配
』
Ｏ

中
９

×
ヽ
Ｏ
Ｘ
ω
　
ｏ
‘

＊
　

　

４７

合

じ

×
Ｈ

×
６
　
ｏ
ド
０

ド
頓
Ｐ
Ｘ
や
い
×
卜
　
Φ
ド
Ｐ
キ

ｒ
∞
Ｐ
×
や
］
×
卸
　
ｏ
牌
Ｆ

牌
う
Ｏ
Ｘ

Ｐ
∞
Ｘ
う
　
０
ド
牌

（
∞
∞
）
×
〕
ド
×
い
　
０
ゆ
０

（
『
０
）
×
（
囀
卜
）
Ｘ
ヽ
　
０
い
０

μ
岸
ヽ
Ｘ

］
⇔
×

り
　

Φ
の
Ｐ

∞
ド
Ｘ

Ｐ
ド
×

ヽ
　

Ｏ
ω
ф

］
〕
〕
Ｘ

］
『
×
６

　

０
い
ｒ

ド
Ｐ
〕
×

∞
０
×

卜
　

０
∞
］

μ
μ
Ｏ
Ｘ
一い
ω
×

ド
　

０
い
ф

（
Ｐ
中
ヽ
）
一×

〈
卜
０
）
×

（
∞
）

⇔
∞
Ｐ



「戊
寅
年
十
二
月
尾
張
海
評
津
嶋
五
十
戸
」

【春
〕

「韓
人
マ
田
根
春
赤
米
斗
加
支
各
田
マ
金
」

］∞貸
誤
添

ｏＰ軍

「尾
治
国
春
マ
評
池
田
里
　
」

「三
家
人
マ
同
国
米
六
半
入
」
　
　
　
　
　
　
ＰＮ受
］実
ヽ
ｏＦ

「遠
水
海
国
長
岡
評
五
十
戸
　
」

〔匹
沼
五
十
戸
力
〕
　

〔五
斗
力
〕

「□
□
□
□
□
□
ロ
ツ
ロ
ロ
ロ
」
　
　
　
　
μ∞泉
遥
巡

ｏい軍

「
＜
三
野
国
安
八
麻
評
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ囀受
鶴
溢

ｏ鰯

「高
志
国
利
浪
評
　
　
」

「
ツ
非
野
五
十
戸
速
鳥
」
　
　
　
　
　
　
μＰ衰
（こ
添

ｏい軍

「播
磨
国
明
伊
川
里
五
戸
海
直
恵
万
呂
」

「俵

一
斜
　
　
行
司
春
米
玉
丑
　
　
　
」
　

解∞実
∞反
ω
〓
マ

「
＜
大
伯
郡
土
師
里
土
師
」

「
＜
寅
米

一
石
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
岸μ反
］粟
∞
ｏ鴛

「
＜
山
田
評
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞凝
Ю反
∞
寓
∞

「
＜
前
軍
布
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞反
】
添

ｏ∞軍

⑪
　
。
「大
楳
費
直
伊
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

名
大
楳
賓
直
伊
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ∞∞Ｘ
中粟
∞
〓
ｏ

い
は
二
次
的
加
工
を
受
け
て
い
る
。
表
は
二
十
戸
名
を
列
記
す
る
。
多
支
五

十
戸

（タ
キ
ノ
サ
ト
）
は
、
『和
名
抄
』
で
は
大
和
国
宇
陀
郡
、
伊
勢
国
多
気
郡
、

備
中
国
賀
夜
郡
、
出
雲
国
神
門
郡
に
み
え
る
。

⑪
は
完
形
の
文
書
木
簡
。
「大
夫
の
前
に
恐
み
万
段
頓
首
し
て
白
す
。
僕
真

子
、
今
日
国
に
下
り
行
く
故
、
道
の
間
の
米
な
し
。
寵
命
に
坐
せ
整
え
賜
え
」

と
読
む
。
⑩
は
表
に
病
気
の
症
状
を
、
裏
に
薬
師
ら
の
指
導
内
容
を
記
す
。
⑩

の
丙
寅
年
は
天
智
五
年

全
ハエハエ０
。
⑭
は
近
江
国
坂
田
郡
に
あ
た
る
が
歌
里
は

『和
名
抄
』
に
み
え
な
い
。
⑩
は
ワ
サ
ビ
の
付
札
。
⑩
は
容
器
の
底
板
な
ど
の

材
に
記
さ
れ
た
も
の
。
嶋
官

↑
ン
マ
ノ
ツ
カ
サ
）
は
他
に
例
が
な
い
。
七
世
紀

特
有
の
官
司
名
で
あ
る
が
、
「嶋
」
の
名
称
か
ら
推
し
て
、
苑
池
を
管
理
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

①
は

「造
酒
司
」
「解
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
大
宝
令
施
行
後
の
木
簡
と
考
え

ら
れ
、
藤
原
遷
宮
後
の
飛
鳥
の
利
用
を
考
え
る
上
で
重
要
な
史
料
と
な
る
。
伴

造
は
酒
部
の
こ
と
で
、
酒

・
酢
の
醸
造
や
酌
、
献
酒
な
ど
を
職
掌
と
し
た
。
∞

の
亡
消

・
松
羅
は
い
ず
れ
も
楽
物
の
名
称
。
例
は
伊
勢
国
員
弁
郡
美
耶
郷
。
∞

は
伊
勢
国
安
濃
郡
片
県
郷
。
①
の
成
子
年
は
持
統
二
年

全
ハ
人
八
）。
『和
名

抄
』
の
美
濃
国
賀
茂
郡
日
理
郷
に
あ
た
る
。
⑩
は

『和
名
抄
』
に
は
伊
勢
国
飯

野
郡
、
出
羽
国
飽
海
郡
、
越
前
国
足
羽
郡
、
加
賀
国
石
川
郡
に
丼
手
郷
が
み
え



2002年出上の木簡

る
。
⑫
は
丙
戊
年
と
し
て
よ
け
れ
ば
朱
鳥
元
年

全
ハ
人
生０
。

①
は
西
州
続
命
湯
の
成
分
を
記
載
し
た
も
の
。
西
州
続
命
湯
は
医
学
書
を
集

成
し
た

『外
台
秘
要
方
』
（王
需
著
、
七
五
二
年
成
一じ

や
同
時
代
の
医
学
書

『千
金
要
方
』
（孫
思
遡
著
、
六
五
〇
年
代
成
立
）
に
も
み
ら
れ
る
中
風

（卒
中
）

の
薬
で
あ
る
。
記
載
さ
れ
て
い
る
成
分
や
そ
の
記
載
順
序
を
比
較
す
る
と
、

『千
金
要
方
』
が
最
も
近
い
。
②
の
成
寅
年
は
天
武
八
年

全
ハ
七
八
）。
尾
張
海

評
は
尾
張
国
海
部
郡
だ
が

『和
名
抄
』
に
津
嶋
五
十
戸
は
み
え
な
い
。
津
嶋
神

社
が
所
在
す
る
愛
知
県
津
島
市
付
近
で
あ
ろ
う
。
赤
米
の
貢
進
物
付
札
。
斗
加

支
と
は
枡
で
、
計
量
す
る
際
に
均
す
た
め
の
棒
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

そ
の
作
業
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
①
も
尾
張
国
の
木
簡
で
、
尾
張
国
春
部
郡

池
田
郷
に
あ
た
る
。
⑭
は
遠
江
国
を

「遠
水
海
国
」
と
表
記
す
る
。
『令
集

解
』
戸
令
戸
籍
条
古
記
に
、
近
江
を

「水
海
」
と
表
記
す
る
例
が
あ
る
。
石
神

遺
跡
出
土
木
簡
に
も

「近
水
海
」
の
国
名
表
記
が
み
え
る

（『奈
良
文
化
財
研
究

所
紀
要
二
〇
〇
一産

第
三
〇
号
木
簡
）。
『和
名
抄
』
の
遠
江
国
長
上
郡
塘
沼
郷
に

あ
た
る
。
い
は
美
濃
国
安
人
郡
。
⑭
は
分
割
前
の
越
国
か
ら
の
荷
札
木
簡
。
越

中
国
砺
波
郡
に
あ
た
る
が
ツ
非
野
五
十
戸
は
不
明
。
「速
」
は
、
筆
順
や
縦
画

が
下
ま
で
の
び
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「造
」
で
は
な
く

「速
」
と
し
た
。

側
は
評

（ま
た
は
郡
）
字
が
欠
落
し
て
お
り
、
播
磨
国
明
石
郡
の
こ
と
。
伊
川

里
は

『和
名
抄
』
に
は
み
え
な
い
が
、
神
戸
市
西
区
に
地
名
が
残
る
。
裏
の

「行
司
」
は
担
当
者
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
①
は
備
前
国
邑
久
郡
土
師
郷
。

大
宝
令
施
行
後
の
木
簡
で
あ
る
。
⑩
の

「前
」
は
木
簡
の
形
態
や
物
品
名
か
ら

考
え
て
隠
岐
国
海
部
郡
佐
吉
郷

（平
城
宮
木
簡
。
藤
原
宮
木
簡
で
は
海
評
前
里
）
の

こ
と
か
。
①
の
二
文
字
目
は
、
筆
跡
は
明
瞭
で
あ
る
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
姓

の
ア
タ
ヒ
を

「費
直
」
と
記
す
点
が
注
目
さ
れ
る
。
人
物
画
像
鏡
銘
文
や
元
興

寺
塔
露
盤
銘
な
ど
の
古
い
金
石
文
や

『百
済
本
紀
』
（
『日
本
書
紀
』
欽
明
二
年
七

月
条
所
引
）
に
費
直
の
例
が
み
ら
れ
、
『続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
三
月
乙
丑

条
に
も
庚
午
年
籍
作
成
時
に
誤
っ
て
直
を
費
と
記
載
さ
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。

な
お
、
表
裏
と
も

「費
」
「直
」
の
中
間
あ
た
る
位
置
に
穿
孔
が
あ
る
。

木
簡
群
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
最
も
古
い
も
の
で
丙
寅
年

全
ハ
上ハ
六
年
）、
最

も
新
し
い
も
の
は
大
宝
令
施
行
後
で
あ
り
、
三
五
年
以
上
の
幅
が
あ
る
。　
一
度

に
投
棄
さ
れ
た
状
況
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
右
の
よ
う
に
長
い
年
月
の
間
に
少

し
ず
つ
埋
没
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

苑
池
遺
構
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
苑
池
の
性
格
や
利
用
状
況
を
そ
の
ま
ま

反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
出
土
状
況
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

苑
池
を
含
む
周
辺

一
帯
の
性
格
を
何
ら
か
の
形
で
表
わ
し
て
い
る
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。
苑
池
は
内
郭
の
す
ぐ
北
西
に
隣
接
し
て
お
り
、
苑
池
自
体
も
内
郭
の

付
属
施
設
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
木
簡
の
廃
棄
主
体
と
し
て
は
内
郭
と
密
接
に

関
わ
る
役
所
、
例
え
ば
大
宝
令
制
の
宮
内
省
の
よ
う
な
官
司
が
想
定
さ
れ
る
。

木
簡
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
お
お
よ
そ
米

・
酒

。
医
療

・
苑
池
に
関
す
る

も
の
に
区
分
で
き
る
。
米
に
関
し
て
は
、
米
の
貢
進
物
付
札
、
米
の
請
求
を
行

な
っ
た
文
書
木
簡
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
多
量
の
米
を
管
理
す
る
役
所
が
存
在

し
た
ら
し
い
。
後
の
大
炊
寮
的
な
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
ほ
か
、
多
量
の
米
を



消
費
す
る
役
所
と
し
て
造
酒
司
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尾
張
国
か
ら
の

赤
米
は
酒
の
原
料
と
考
え
ら
れ
、
造
酒
司
解
の
文
書
木
簡
や

（備
前
国
）
大
伯

郡
か
ら
の
米
の
荷
札
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
藤
原
に
遷
宮
し
た
後
も
な
お
こ

の
地
で
造
酒
作
業
な
ど
が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
医
療
に
関
す
る

木
簡
が
多
い
点
は
、
後
の
典
薬
寮
の
よ
う
な
役
所
か
ら
の
廃
棄
が
想
定
で
き
る
。

こ
の
木
簡
群
を
廃
棄
し
た
の
は
内
郭
を
支
え
た
役
所
と
考
え
ら
れ
る
が
、
右

の
よ
う
に
、
大
炊
寮

・
典
薬
寮

・
造
酒
司

・
園
池
司
な
ど
大
宝
令
制
の
宮
内
省

に
付
属
す
る
諸
官
司
の
職
掌
と

一
致
す
る
も
の
が
多

い
。
七
世
紀
の

「宮
内

官
」
の
具
体
的
な
組
織
は
明
ら
か
で
な
く
、
大
宝
令
制
の
よ
う
に
宮
内
省
の
下

部
組
織
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
実
態
を
知
る

上
で
は
重
要
な
史
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
個
々
の
木
簡
に
立
ち
入
っ
て
み
れ
ば
、

例
え
ば
米
の
荷
札
に
は
短
冊
形
が
多
い
な
ど
興
味
深
い
点
も
多
数
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
全
体
的
な
性
格
を
ま
と
め
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
京
都
教
育
大
学
の
和
田
率
氏
、
奈
良
大
学
の
東
野

治
之
氏
と
鶴
見
が
あ
た
っ
た
。
釈
読
作
業
の
段
階
で
は
多
数
の
方
々
か
ら
貴
重

な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

「飛
蔦
京
跡
発
掘
調
査
槻
報
」
翁
奈
良
県
遺

跡
調
査
概
報
二
〇
〇
一
年
度
』、
二
〇
〇
二
年
）

同

『飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
調
査
概
報
』
（学
生
社
、
三
〇
〇
二
年
）

答１
１
７
，
９
　
卜
部
行
弘
、
８
　
鶴
見
泰
寿
）




